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論文内容の要旨

〔目的〕

地域住民に対する肺がん検診が実施されてきた市町村の資料を用いて，症例対照研究の手法により，肺がん検診の

肺がん死亡減少効果を評価する。

〔方法〕

研究対象の定義 1977年から 1986年までに肺がん検診が開始された全国50市町村を研究対象地区とした。このうち，

37地区では，受診者全員に対する胸部間接X線と，高危険群に対する曙疾細胞診により，年1回の検診が行われた。 13

地区では，主に，胸部間接X線のみによる年1回の検診が行われた。症例および対照は，検診開始時の住民基本台帳

(40地区)，検診対象者名簿 (8地区)，国保加入者名簿 (2地区)より選択した。検診開始時点において， 40歳から74歳

までの研究対象集団の総数は，男136， 860人，女146， 481人であったO

症例の選択症例の定義は， 40歳から74歳の聞に肺がんで死亡し，検診開始後に肺がんと診断され，かっ，検診開

始以前から研究地区に居住していた者とした。また，喫煙状況をマッチした対照を収集するため，症例は，男につい

ては高危険群，女については非高危険群に限った。死亡診断書により把握した肺がん死亡例861例のうち，上記の条

件を満足する 294例を症例とした。これらの症例に対し，肺がん死亡者の喫煙習慣，健康保険の種類，肺がん検診以外

の検診の受診状況，地域の医療機関への受診状況を調査する目的で，死亡者の家族に対する訪問調査を実施したO

対照の選択対照は，検診開始年以前から研究地区に居住しており，対応する症例の肺がん診断時に生存していた

者の中から，性，生年(1:2年)，喫煙状況をマッチして，症例1例につき5例選択し症例と同様の訪問調査を実施し

た。この結果， 1 ，470例の対照を収集した。

被用者保険本人の除外 訪問調査の結果により，全住民を研究集団とした地区において，症例21例と，対照201例が，

市町村の行う肺がん検診の対象者とはならない被用者保険本人であったので除外した。その結果，症例273例と対照

1 ， 269例について解析を行った。

検診受診歴 症例および対照の検診受診歴は，市町村役場あるいは保健所に保管されていた検診受診者名簿により
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把握したO それぞれの地区において，症例と対応する対照の検診受診歴を，症例の肺がん診断時から振り返って60 カ

月前までの同一の期間について把握したO

統計的解析 検診非受診者に対する，受診者の肺がん死亡オッズ比を，条件っき尤度関数によるロジスティック回

帰分析を用いて計算したO 検診受診歴は，症例の肺がん診断時点以前の，それぞれ， 12カ月， 24 カ月， 36カ月， 48カ月，

60カ月以内に受診していたか否かにより 2値データに分類したO 解析は， SAS プログラムの PROC MCSTRAT によ

り行った。

〔成績〕

① 検診非受診者に対する， 12カ月以内の受診者の肺がん死亡オッズ比は， 0.72 (95%信頼区間0.50- 1.03 ; p=0.07) 

であった。

② 検診受診歴を比較する期間を 12カ月から60カ月へと延ばすに従って，オッズ比は1に近づいた。

③ 他の検診の受診状況，近医への受診状況など，胸部X線を受ける機会に関連すると思われる変数により補正して

も，オッズ比に変化はなかった。

④性別のオッズ比は，男で0.85 (95%信頼区間0.57-1. 27)，女で0.42 (95%信頼区間0.20-0.87) となり，女の方が低

かった。また，男の中では，胸部X線検査のみの受診者に比べて，胸部X線検査と略疾細胞診の両方を受診した者

の方がオッズ比の低い傾向があった。

〔総括〕

これらの結果は，年l回の肺がん検診により，肺がん死亡率を28%程度減少させ得ることを示唆するものである。

しかし，これまでの諸外国からの報告では，肺がん検診の死亡率減少効果に関して，有効性を示唆する知見は示され

ておらず，また，症例対照研究のような観察的研究では， Self -selection bias の影響もあるので，さらに検討を続ける

必要がある。

論文審査の結果の要旨

本研究者は，全国13府県50市町村における，肺がん死亡者273例とその対照1269例の肺がん検診受診歴を，症例対照

研究の手法により解析し肺がん検診の肺がん死亡率減少効果について検討した。その結果，年1回の肺がん検診に

より，肺がん検診受診者における肺がん死亡率を，非受診者よりも28%減少させ得ることが示唆された。また，女性

非喫煙者において，効果が大きいこと，さらに，男性喫煙者の中でも，略疾細胞診と胸部X線の両検査を受診した者

は，胸部X線のみを受診した者よりも効果が大きい傾向にあることを示した。

この研究は，肺がん検診の有効J性について，死亡率減少効果を指標として検討し，わが国で初めて有効であること

を示唆した点で重要な研究であり，学位に値すると考えられる。
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